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第

回
総
会
は
５
月

日
に
実
施
へ

７４

１２

４
月
度
理
事
会
を
全
国
家
電
会
館
で
開
催

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
４
月

日
、
全
国
家
電
会
館
で
４
月
度
理
事
会
を
開
催
し
、

１３５
月

日
に
実
施
さ
れ
る
第

回
通
常
総
会
に
つ
い
て

１２

７４

審
議
し
た
。
ま
た
Ｔ
Ｅ
Ｐ
教
育
情
報
委
員
会
で
は
、
４

月
か
ら
新
鋭
社
員
向
け
の
研
修
会
を
開
催
。
新
鋭
社
員

教
養
講
座
（
写
真
上
）
で
は
、
リ
ア
ル
会
場
に
加
え
、

Ｔ
Ｅ
Ｐ
や
近
畿
電
子
部
品
卸
商
組
合
、
中
部
電
子
部
品

流
通
業
協
議
会
の
加
盟
会
社
か
ら
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い

て
の
参
加
が
あ
っ
た
。
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挨
拶
す
る
屋
宮
理
事
長

屋
宮
芳
高
理
事
長

挨
拶

４
月
度
理
事
会
の
開
催
に
当
た

り
、
屋
宮
芳
高
理
事
長
か
ら
以
下

の
よ
う
に
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
Ｔ
Ｅ
Ｐ
で
も
新
入
社
員
の
研

修
が
始
ま
り
、
や
っ
と
普
通
の
組

合
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
、
い
つ
も
と

同
じ
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

昨
年
４
月
の
理
事
会
は
、
リ
ア

ル
と
Ｗ
ｅ
ｂ
で
理
事
会
を
行
っ
て

い
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
な
く
、
理
事
会

を
開
催
で
き
て
い
る
。

秋
葉
原
に
お
い
て
は
、
外
国
の

方
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
だ
中
国

の
方
は
き
て
お
ら
ず
、
人
通
り
も

激
し
く
な
い
。
観
光
バ
ス
が
列
を

な
す
よ
う
な
状
況
で
も
な
い
が
、

中
央
通
り
を
歩
く
と
、
外
国
の
方

が
増
え
た
と
感
じ
る
。
そ
う
い
う

４月度理事会ではすべての議題を承認

意
味
で
は
、
景
気
も
良
く
な
っ
て

く
る
の
で
は
と
思
う
。

し
か
し
、
我
々
の
業
界
に
お
い

て
は
、
納
期
面
で
不
安
定
さ
が

あ
っ
た
。
今
で
も
物
の
入
り
が
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、
あ
る
物
の
在
庫

は
溜
ま
り
、
な
い
物
は
な
い
と
い

う
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
以
前
の
よ

う
に
注
文
が
多
く
く
る
よ
う
な
状

況
で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
こ

れ
か
ら
物
が
順
調
に
入
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
在
庫
調
整
等
の
状
況
に

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

る
。コ

ロ
ナ
に
加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
問
題
も
解
決
し
、
通
常
の
取
引

に
な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

本
日
は
、
５
月
の
総
会
に
向

け
、
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
」。

事
務
局
か
ら
の
提
案
・
報
告

事
務
局
か
ら
は
以
下
の
提
案
と

報
告
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

①
令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て

②
令
和
５
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

③
委
員
会
の
再
編
に
つ
い
て

④
委
員
会
規
約
制
定
に
つ
い
て

⑤
賛
助
会
員
規
約
制
定
に
つ
い
て

⑥
第

回
通
常
総
会
提
出
議
案
に

７４

つ
い
て

⑦
第

回
通
常
総
会
の
役
割
分
担

７４

等
に
つ
い
て

①
令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
３１

日
現
在
の
貸
借
対
照
表
と
、
令
和

４
年
度
収
支
決
算
報
告
書
を
基
に

説
明
し
た
。

②
令
和
５
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
収
支

予
算
（
案
）
の
資
料
を
基
に
説
明

し
た
。

③
委
員
会
の
再
編
に
つ
い
て

は
、
屋
宮
理
事
長
か
ら
以
下
の
よ

う
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

「
委
員
会
の
組
織
再
編
に
つ
い

て
だ
が
、
現
在
は
組
織
、
教
育
情

報
、
労
務
、
青
年
部
会
、
流
通
近

代
化
、Ｔ
Ｅ
Ｐ
で
は
な
い
が
、シ
ー

テ
ッ
ク
の
委
員
会
等
が
あ
る
。

こ
こ
に
き
て
コ
ロ
ナ
も
緩
和
さ

れ
た
の
で
、
活
動
を
活
発
に
進
め

た
い
と
考
え
、
各
委
員
長
と
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

現
状
の
委
員
会
活
動
も
含
め
、

ふ
さ
わ
し
い
分
け
方
を
す
べ
き
と

考
え
、
組
織
委
員
会
、
教
育
情
報

委
員
会
、会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
、
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
と
い
う

構
成
に
変
え
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

特
に
、
会
員
企
業
の
繁
栄
に
挑

む
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
情
報
委

員
会
で
は
、
全
国
電
子
部
品
流
通

連
合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
と
も
関
連
し

な
が
ら
、
海
外
の
研
修
や
工
場
見

学
な
ど
も
積
極
的
に
行
え
る
よ
う

に
し
た
い
。

組
合
組
織
の
改
革
に
挑
む
た
め

に
、
既
存
の
活
動
に
加
え
、
行
政
・

他
団
体
と
の
連
携
を
Ｊ
Ｅ
Ｐ
と
共

に
行
い
、
可
能
な
ら
行
政
官
庁
等

に
申
し
入
れ
や
提
案
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
組
合
組
織
の
改

革
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
力
を
活

か
す
た
め
に
、
女
性
の
理
事
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
他
の

Ｊ
Ｅ
Ｐ
各
単
組
と
の
交
流
も
含

め
、
連
携
を
深
め
た
い
。

未
来
に
向
け
た
成
長
に
挑
む
と

い
う
こ
と
に
お
い
て
は
、
既
存
の

事
業
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

５
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
の
普
及
を
促
進

し
、
我
々
の
業
務
改
善
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
。

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
や
持
続
可

能
社
会
に
向
け
た
貢
献
も
含
め
な

が
ら
、
活
動
し
て
い
き
た
い
。
こ

れ
以
外
に
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
中
で
独
自

の
ネ
ッ
ト
販
売
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
新
た
な
財
源
化
へ
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
我
々
は
部
品
の
販
売

だ
け
で
な
く
、
部
品
に
我
々
が
付

加
価
値
を
付
け
、
経
営
を
し
て
い

く
こ
と
が
新
た
な
テ
ー
マ
に
な

る
。
皆
さ
ん
と
活
動
計
画
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
」。

④
委
員
会
規
約
制
定
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
再
編
に
お
い
て
、
そ

の
活
動
詳
細
を
、
委
員
会
規
約
と

し
て
規
定
す
る
こ
と
を
提
案
。

⑤
賛
助
会
員
規
約
制
定
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
定
款
に
お
い
て

賛
助
会
員
規
約
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
改
め
て
規
約
を
定
め
る
こ

と
を
提
案
。

⑥
第

回
通
常
総
会
提
出
議
案

７４

に
つ
い
て
は
、
事
業
報
告
や
事
業

計
画
、
決
算
並
び
に
収
支
予
算
、

賛
助
会
員
及
び
委
員
会
規
約
の
制

定
、
理
事
及
び
監
事
選
挙
な
ど
の

議
案
を
提
案
。

⑦
第

回
通
常
総
会
の
役
割
分

７４

担
等
に
つ
い
て
は
、
総
会
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
担
当
に
つ
い

て
提
案
と
確
認
が
行
わ
れ
た
。

各
委
員
会
か
ら
の
報
告

続
い
て
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
が
、
以
下
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
。

組
織
委
員
会（
花
岡
克
己
委
員
長
）

令
和
５
年
度
組
合
員
異
動
状
況

（
４
月
１
日
時
点
）
に
つ
い
て
、

組
合
員
数
が
２
社
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
１
１
８
社
、
賛
助
会
員
数
２４

社
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

労
務
委
員
会（
市
村
康
徳
委
員
長
）

令
和
５
年
度
労
働
災
害
補
償
制

度
加
入
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
。

永
年
勤
続
社
員
表
彰
者
の
推
移

状
況
に
つ
い
て
は
、

年
以
上
が

１０

６
社
８
名
、

年
以
上
が
３
社
５

２０

名
、
年
以
上
が
４
社
４
名
で
、合

３０
計

名
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。

１７
教
育
情
報
委
員
会
（
藤
巻
宏
直
委

員
長
）

新
鋭
社
員
教
育
受
講
者
の
推
移

状
況
に
つ
い
て
、
新
鋭
社
員
教
養

講
座
を
４
月
３
日
に
開
催
し
、
リ

ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
合
計

名
が
参

７６

加
。
続
い
て
、
新
鋭
社
員
早
期
戦

力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
４
月
４
日
か

ら
３
日
間
に
渡
っ
て
開
催
し
、
１４

社

名
が
参
加
。
１
年
後
フ
ォ

５５
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て
は
、

４
月

日
に
開
催
し
、
９
社

名

１１

２２

が
参
加
し
た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
９
月
に
６
カ
月
後
フ
ォ
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東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

労
務
委
員
会（
市
村
康
徳
委
員
長
）

は
、
東
京
都
電
機
卸
第
１
０
８
回

親
善
野
球
大
会
を
４
月
２
日
か
ら

開
幕
、
東
京
都
電
機
健
康
保
険
組

合
の
大
宮
運
動
場
を
舞
台
に
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

今
回
の
参
加
チ
ー
ム
数
は
２４

チ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
第
１
０

７
回
大
会
の

チ
ー
ム
か
ら
大
き

１９

く
参
加
チ
ー
ム
が
増
え
た
。
決
勝

戦
は
、
順
調
に
い
け
ば
５
月

日
１４

を
予
定
し
て
い
る
。

市
村
委
員
長
は
昨
年
の
第
１
０

７
回
親
善
野
球
大
会
の
表
彰
式
に

お
い
て
、「
来
年
に
な
り
コ
ロ
ナ

が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、
皆
さ
ん

で
お
誘
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

チ
ー
ム
、

チ
ー
ム
が
参
加
す

３０

４０

る
よ
う
な
大
会
に
し
て
い
き
た

い
。な

る
べ
く
多
く
の
会
社
に
参
加

い
た
だ
き
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
呼
び
掛
け
て
お
り
、
今
後

も
よ
り
多
く
の
チ
ー
ム
の
参
戦
と

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

東
京
都
電
機
卸
第
１
０
８
回
親
善
野
球
大
会

決
勝
戦
は
５
月

日
の
予
定

１４

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
も
報
告
。

流
通
近
代
化
委
員
会
（
川
鍋
季
明

委
員
長
）

「
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
３
」
関
連
に

つ
い
て
は
、
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ

ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

（
略
称
�
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）

に
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
Ｊ
Ｅ
Ｐ
か
ら
計
１７

社
が
参
加
す
る
こ
と
を
報
告
。

川
鍋
委
員
長
は
「
リ
ア
ル
の
展

示
会
が
増
え
て
き
て
お
り
、
来
場

者
も
相
当
に
あ
る
と
思
う
。

今
回
、
出
展
し
た
企
業
同
士
で

の
名
刺
交
換
の
時
間
を
用
意
し

た
。
ぜ
ひ
、
現
場
の
皆
さ
ん
に
売

り
込
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
展
示
会
に
参
加
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
組
合
に
加
入
す

る
例
も
あ
る
。そ
う
い
う
意
味
で
、

Ｊ
Ｅ
Ｐ
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
も
、
外
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
る

か
と
思
う
。

Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
会
場
配

置
も
、
良
い
場
所
に
配
置
し
て
い

た
だ
け
た
。
な
お
、
現
場
の
方
の

来
場
が
多
い
の
で
、
制
御
機
器
な

ど
を
展
示
す
る
と
評
判
が
良
い
よ

う
だ
」
と
語
っ
た
。

青
年
部
会
（
小
川
秀
敏
青
年
部
会

担
当
理
事
）

小
川
青
年
部
会
担
当
理
事
か
ら

は
「
打
ち
合
わ
せ
は
実
施
し
て
い

る
。
委
員
会
再
編
に
お
い
て
、
青

年
部
会
か
ら
も
活
躍
す
る
場
を
増

や
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と
報

告
。屋

宮
理
事
長
は「
青
年
部
会
は
、

各
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
形

に
な
る
が
、
今
ま
で
以
上
に
組
合

活
動
に
参
加
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と

な
る
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

最
後
に
、
次
回
の
理
事
会
は
５

月

日
に
開
催
し
、
理
事
会
終
了

１２
後
に
第

回
通
常
総
会
が
開
催
さ

７４

れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
４
月
度

理
事
会
は
終
了
し
た
。
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電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
３
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）
が
５
月

日
〜
６

３１

月
２
日
の
日
程
で
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
東
展
示
棟
２
〜
６
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。

今
回
、
同
展
を
構
成
す
る
展
示

会
の
１
つ
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ

Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
名
称
が
、
Ｅ
ｌ

ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ

ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
＆
ユ
ニ
ッ
ト

シ
ョ
ー
／
略
称
は
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
）
に
変
更
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
に
は
、
全

国
電
子
部
品
流
通
連
合
会
（
Ｊ
Ｅ

Ｐ
）
か
ら
７
社

小
間
、
東
京
都

１５

電
機
卸
商
業
協
同
組
合（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

か
ら

社

小
間
の
出
展
が
決

１０

２０

ま
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
魅
力
あ

る
基
調
講
演
の
用
意
、
②
特
別

ゾ
ー
ン
を
設
置
し
、
半
導
体
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
メ
タ
バ
ー
ス
、
経
済
安

全
保
障
、
ｅ
―
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

時
流
に
即
し
、
注
目
が
集
ま
る
よ

う
な
ゾ
ー
ン
を
設
置
、
③
出
展
者

交
流
会
の
開
催
な
ど
を
用
意
。

ま
た
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
会

場
内
に
、
関
心
度
の
高
い
講
演
を

行
う
セ
ミ
ナ
ー
会
場
を
設
置
し
、

よ
り
来
場
客
を
取
り
込
む
。

な
お
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
と
Ｔ
Ｅ
Ｐ
に
お

い
て
流
通
近
代
化
委
員
長
を
務
め

て
い
る
川
鍋
季
明
委
員
長
は
「
出

展
し
た
企
業
同
士
で
の
名
刺
交
換

の
時
間
を
用
意
し
た
。
ぜ
ひ
、
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
思
い
を
語
っ
て

い
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｕ
ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
が
５
月

日
か
ら
開
幕

３１

Ｊ
Ｅ
Ｐ
・
Ｔ
Ｅ
Ｐ
か
ら
は

社
が
出
展

１７

電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
は
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
展
示
会
で
あ

る
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
３

（
シ
ー
テ
ッ
ク
）
を

月

日
〜

１０

１７

日
、幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
す
る
。

２０同
展
は
昨
年
か
ら
リ
ア
ル
で
の
開

催
を
再
開
し
て
い
る
。

開
催
主
旨
は
「
経
済
発
展
と
社

会
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
『
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
』
の
実
現

を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
業

種
の
人
と
技
術
・
情
報
が
集
い
、

『
共
創
』に
よ
っ
て
未
来
を
描
く
」

と
な
っ
て
い
る
。

同
展
の
各
種
企
画
や
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
な
ど
の
詳
細
は
今
後
、
順

次
発
表
と
な
る
。
Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
も
行
わ

れ
る
予
定
。

シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２
３
を

月

日
か
ら
開
催

１０

１７

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

の
実
現
へ

５.０



― ６ ―

東 京 電 機 卸　第１７３号

１
月
度
理
事
会
を
開
催

令
和
５
年
度
に
お
け
る
行
事
予
定
な
ど
を
確
認

挨
拶
す
る
屋
宮
理
事
長

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
１
月

日
、
１
月

２５

度
Ｔ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
を
全
国
家
電
会

館
で
開
催
し
た
。

屋
宮
理
事
長

挨
拶

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
か
ら
「
部
品
の
状
況
と
し
て

は
、
一
時
よ
り
は
品
物
が
入
り
や

す
く
な
っ
て
き
た
か
と
思
う
が
、

ま
だ
ま
だ
入
り
に
く
い
物
も
あ

り
、
そ
の
管
理
等
で
大
変
だ
と
思

う
が
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
う
。

大
変
な
の
は
現
場
の
皆
さ
ん

で
、
毎
月
の
よ
う
に
値
上
げ
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
顧
客
に
向
け

て
単
価
表
を
作
り
変
え
た
り
、
毎

日
の
よ
う
に
値
上
げ
の
修
正
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
注
文
に
合

わ
せ
て
変
更
を
し
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
る
。

現
場
の
工
数
も
増
え
、
大
変
だ

と
が
思
う
が
、
体
調
に
気
を
つ
け

て
仕
事
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

巷
で
は
、『
賃
金
を
上
げ
ろ
』『
う

ち
は
３
割
上
げ
る
』
な
ん
て
話
が

出
て
い
る
が
、
我
々
は
自
分
た
ち

で
値
段
を
決
め
る
と
い
う
訳
に
は

い
か
ず
、
お
客
様
と
交
渉
を
し
な

が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
難
し

い
。し

か
し
、
我
々
の
業
界
に
優
秀

な
人
材
を
入
れ
る
た
め
に
も
、
給

料
を
い
か
に
上
げ
る
の
か
が
共
通

の
話
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
も
今
の
よ
う

な
状
況
が
続
き
そ
う
な
の
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
値
上
げ
の
問
題
は
継

続
す
る
か
と
思
う
。
そ
れ
に
対
す

る
業
界
の
動
き
を
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
屋
宮
理
事
長
を
議
長
に

選
出
し
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

事
務
局
か
ら
の
報
告
と
提
案

事
務
局
か
ら
は
渡
辺
勤
事
務
局

長
が
、「
令
和
５
年
度
行
事
予
定
変

更
（
案
）
に
つ
い
て
」
説
明
。
続

い
て
、「
第

回
通
常
総
会（
案
）に

７４

つ
い
て
」
で
は
、
令
和
５
年
５
月

日
に
、
全
国
家
電
会
館
で
開
催

１２す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

懇
親
会
に
加
え
、
永
年
勤
続
社
員

表
彰
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
も
報
告
。

ま
た
、忘
年
会
の
開
催
報
告
と
、

電
子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正
お
よ
び

削
除
の
防
止
に
関
す
る
事
務
処
理

規
程
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。
た

だ
し
、
規
定
に
変
更
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時

に
は
再
度
、
理
事
会
で
審
議
を
行

う
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
告
、
承

認
し
た
。

１月度理事会を開催した
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〈
各
委
員
会
報
告
〉

各
委
員
会
か
ら
は
、
以
下
の
よ

う
に
報
告
が
あ
っ
た
。

組
織
委
員
会（
花
岡
克
己
委
員
長
）

加
入
組
合
員
の
異
動
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
に

お
い
て
、
新
規
組
合
員
が
入
会
し

た
こ
と
で
、正
会
員
が
１
２
１
社
、

賛
助
会
員
が

社
で
あ
る
こ
と
を

２４

報
告
。

流
通
近
代
化
委
員
会
（
川
鍋
季
明

委
員
長
）

Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

の
名
称
が
変
更
さ
れ
、
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ

ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ

ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
（
略
称
�
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
）
と
な
り
、
５
月

日
か
ら

３１

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
。

川
鍋
委
員
長
は
「
こ
の
開
催
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
も
収
束
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
２
年
ぶ

り
の
本
格
的
な
展
示
会
と
な
る
。

２
月
２
日
に
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
の
ス

タ
ッ
フ
も
参
加
し
、
説
明
会
を
Ｗ

ｅ
ｂ
で
開
催
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
反
省
を
踏
ま
え
、

出
展
者
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
機
会
を
設
け
、
新
規
開

拓
を
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
を

始
め
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
伸
び

る
で
あ
ろ
う
、
メ
タ
バ
ー
ス
や
ｅ

―
ス
ポ
ー
ツ
の
エ
リ
ア
も
あ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
期
待
で
き
る

展
示
会
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

私
も
出
展
を
き
っ
か
け
に
、
成

電
社
さ
ん
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
先
生
Ｐ

Ｒ
Ｏ
を
導
入
中
で
、
生
産
性
の
改

善
を
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

に
も
出
展
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
屋
宮
理
事
長
は
「
電
子
機

器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展

は
、
新
た
な
組
合
の
活
動
の
１
つ

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
自
社
、
自
社

の
扱
う
メ
ー
カ
ー
の
品
な
ど
、
多

く
を
展
示
し
て
い
き
た
い
」
と
要

請
し
た
。

教
育
情
報
委
員
会
（
藤
巻
宏
直
委

員
長
）

活
動
報
告
で
は
、
昨
年

月
に

１１

成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修

を
開
催
。
こ
の
研
修
の
２
回
目
を

２
月

日
に
開
催
す
る
。

１７
ま
た
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』

の
協
賛
広
告
募
集
を
行
う
件
に
つ

い
て
報
告
。

屋
宮
理
事
長
は
「
研
修
に
つ
い

い
て
だ
が
、
世
の
中
で
は
必
要
な

情
報
を
学
び
直
す
こ
と
を
必
要
と

し
て
い
る
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

労
務
委
員
会（
市
村
康
徳
委
員
長
）

「
労
働
災
害
補
償
制
度
」事
故
報

告
に
加
え
、
令
和
５
年
度
募
集

（
案
）
つ
い
て
報
告
。

第
１
０
７
回
親
善
野
球
大
会
の

結
果
報
告
に
加
え
、
第
１
０
８
回

親
善
野
球
大
会
を
４
月
２
日
か
ら

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報

告
。市

村
委
員
長
は
「
前
回
の
親
善

野
球
大
会
は
、

チ
ー
ム
だ
っ
た

１９

の
で
、
な
る
べ
く
多
く
の
会
社
に

参
加
い
た
だ
き
、
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

最
後
に
令
和
５
年
度
永
年
勤
続

社
員
表
彰
（
案
）
に
つ
い
て
は
、

懇
親
会
も
含
め
て
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
労
働
災
害
補
償
制
度
の
事

故
報
告
書
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
場
で
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発
生

し
、
ど
れ
だ
け
の
費
用
が
掛
か
っ

た
の
か
を
記
載
す
る
こ
と
な
ど
が

決
め
ら
れ
た
。

そ
の
他
の
報
告
事
項

今
後
の
予
定
と
し
て
、
４
月
７

日
に
全
国
家
電
会
館
に
お
い
て
監

事
会
を
開
催
。
４
月

日
に
全
国

１３

家
電
会
館
に
お
い
て
、
正
副
理
事

長
・
委
員
長
会
議
、
理
事
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
１
月
度

理
事
会
が
終
了
し
た
。

昨年のＪＥＰ／ＴＥＰ　Ｓｈｏｗ

第１０７回野球大会の結果も報告
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成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修（
２
回
目
）

伝
え
方
の
コ
ツ
な
ど
も
講
演

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
２
月

日
、

１７

Ｊ
Ｉ
Ｎ
タ
レ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
坂
本
仁
代
表
取
締
役
を
講

師
に
招
き
、
２
回
目
と
な
る
「
成

果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
を

全
国
家
電
会
館
で
開
催
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、
藤
巻
宏
直
教

育
情
報
委
員
長
は
「
お
客
様
、
社

内
で
の
交
渉
な
ど
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
か
と
思
う
。
前
回
と
今
回
の

研
修
を
通
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
磨
き
、
活
か
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
」
と
挨
拶
。

坂
本
講
師
は「
前
回
、ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
要
望

の
あ
っ
た
問
題
解
決
の
手
法
な
ど

に
つ
い
て
も
お
話
を
す
る
」
な
ど

と
語
り
、
研
修
が
開
始
さ
れ
た
。

昨
年

月
に
行
わ
れ
た
研
修
の

１１

振
り
返
り
で
は
、
Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
の
特

性
に
つ
い
て
確
認
。

ま
た
、
Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
を
用
い
た

シ
ー
ン
別
の
提
案
方
法
で
は
、「
会

話
の
最
初
に
相
手
の
受
け
皿
を
作

る
こ
と
で
、
許
容
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
最
初
の

秒
に
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
話
を

３０す
る
こ
と
で
、
対
応
が
変
わ
る
。

Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
は
そ
こ
か
ら
先
の
話
に

お
い
て
、
組
み
立
て
て
い
く
も
の

に
な
る
。

Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
１
つ
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
大

事
に
な
る
。
例
え
ば
、
問
題
を
見

つ
け
、
そ
の
大
本
を
効
果
的
に
伝

え
る
た
め
に
、
Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
の
４
ス

タ
イ
ル
に
分
け
て
伝
え
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
る
」（
坂
本
講
師
）
な

ど
、
コ
ツ
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。

挨拶する藤巻委員長

研修を行う坂本講師

相手のタイプを探る訓練も実施



― ９ ―

東 京 電 機 卸　第１７３号

第

回
新
鋭
社
員
教
養
講
座

６６仕
事
の
基
礎
と
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
学
ぶ

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
教
育
情
報
委
員
会
は

４
月
３
日
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

ポ
ー
ト
の
今
井
さ
い
こ
氏
を
講
師

に
招
き
、
第

回
新
鋭
社
員
教
養

６６

講
座
を
開
催
し
た
。

今
回
の
教
養
講
座
は
、
会
場
に

は

社

人
が
参
加
。
Ｗ
ｅ
ｂ
で

１１

３８

は
Ｔ
Ｅ
Ｐ
か
ら
７
社
８
名
、
中
部

電
子
部
品
流
通
業
協
議
会
（
Ｃ
Ｅ

Ｐ
）
と
近
畿
電
子
部
品
卸
商
組
合

（
Ｋ
Ｅ
Ｐ
）
か
ら

社

名
が
参

１０

３２

加
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
は
「
本
日
の
研
修
、
明
日
か

ら
の
研
修
、
半
年
、
１
年
後
の
研

修
が
あ
り
、
１
年
に
渡
っ
て
研
修

を
し
て
い
く
が
、
自
分
の
た
め
と

思
っ
て
研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

ま
た
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
自
分
で
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、

勉
強
し
続
け
て
ほ
し
い
。
油
断
す

る
こ
と
な
く
、
勉
強
を
重
ね
て
い

た
だ
き
た
い
。

業
界
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
、
不
安
定
な
状
況
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
通
信
の
高

速
化
や
Ｅ
Ｖ
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
な
ど
に
よ
っ
て
発
展
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
た
勉
強

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励

し
た
。

続
い
て
研
修
が
開
始
さ
れ
た
。

今
井
講
師
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

へ
の
勤
務
か
ら
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
の
活
動
な
ど
、
豊
富
な
経
験

を
積
ん
で
お
り
、
社
会
人
と
し
て

の
モ
ラ
ル
、
心
構
え
な
ど
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
皆
さ
ん
は
社
会
人
に
な
っ
た

ば
か
り
で
不
安
が
多
い
と
思
う
。

今
日
、
伝
え
る
内
容
は
、
不
安
を

自
信
に
変
え
る
際
、
武
器
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

将
来
、
今
日
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
も
ら
い
、
社
会
人
と
し
て
歩
み

出
せ
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
る
」。

こ
の
研
修
の
目
的
は
「
社
会
人

に
な
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
モ
ラ

ル
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
」

と
な
っ
て
お
り
、
学
生
か
ら
社
会

人
へ
の
意
識
改
革
、
社
員
と
し
て

認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
よ
り
良
く

仕
事
を
行
う
た
め
な
ど
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
、
自
己
実
現
の
た
め

に
必
要
な
考
え
方
、
会
社
（
組
織
）

と
は
？

組
織
で
働
く
と
は
？

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と

は
、
な
ど
に
つ
い
て
講
義
と
検
討

を
重
ね
た
。

ま
た
今
回
の
研
修
で
は
、
初
の

試
み
と
し
て
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

も
研
修
が
行
わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
と

は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
ス
ト
レ

ス
を
軽
く
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
、
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
高
め
る
生

活
習
慣
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
学
ん
だ

激
励
す
る
屋
宮
理
事
長

今
井
講
師

オンラインでも多数が参加した
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東 京 電 機 卸　第１７３号

第

回
新
鋭
社
員
早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

４７コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
を
学
ぶ

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
４
月
４
日
〜
６
日

に
掛
け
、
第

回
新
鋭
社
員
早
期

４７

戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
、

社
か
ら

名
が
参
加
し
た
。
講

１４

５５

師
は
、
図
解
工
房
の
山
本
稔
氏
が

務
め
、
参
加
者
は
熱
心
に
研
修
に

取
り
組
ん
だ
。

開
催
に
当
た
り
藤
巻
宏
直
教
育

情
報
委
員
長
が
「
皆
さ
ん
は
、
社

会
人
と
し
て
、
ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
に
お
い
て
も
人
と
人
と
の
結
び

つ
き
が
大
切
に
な
る
。
３
年
間
の

コ
ロ
ナ
下
に
お
い
て
、
学
生
生
活

で
大
変
に
苦
労
さ
れ
た
か
と
思

う
。
私
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｐ
に
は
、
様
々
な
研
修
な

ど
の
企
画
が
あ
る
の
で
、
ま
た
会

う
日
も
あ
る
か
と
思
う
。

こ
の
３
日
間
の
研
修
で
、
１
つ

で
も
新
た
な
気
付
き
を
得
て
い
た

だ
き
、
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

こ
の
後
、
山
本
講
師
に
よ
る
研

修
が
開
始
さ
れ
、
自
己
紹
介
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
組
織
の

あ
り
方
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
、
問
題
意

識
や
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
な

ど
、
多
岐
に
渡
っ
て
講
義
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

研
修
終
了
後
、
山
本
講
師
は
新

鋭
社
員
た
ち
の
印
象
と
注
意
点
に

つ
い
て
、以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
新
入
社
員
だ
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
下
に
あ
っ
た
人
た
ち
だ
と
感

じ
た
。

彼
ら
は
積
極
的
に
発
言
を
す
る

こ
と
が
、
こ
こ
３
年
ほ
ど
に
お
い

て
、
最
も
少
な
か
っ
た
よ
う
に
感

グループワークを行う参加者たち

じ
る
。
自
粛
と
い
う
影
響
が
、
個

人
行
動
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
聞
く
力
は
持
っ
て
い
る
が
、

発
言
を
す
る
場
面
が
な
か
っ
た
た

め
か
、
発
言
力
が
弱
い
。

そ
の
た
め
、
受
け
入
れ
側
と
し

て
、
積
極
的
に
発
言
を
促
す
必
要

が
あ
る
。
失
敗
し
て
も
、
と
ん
で

も
な
い
こ
と
を
言
っ
て
も
良
い
と

い
う
意
識
に
変
え
て
い
か
な
い

と
、
受
身
の
世
代
に
な
る
。

一
方
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を

見
る
と
、
指
示
し
た
こ
と
を
手
を

抜
か
ず
に
し
っ
か
り
と
や
れ
る
。

ま
た
、
こ
こ
３
年
ほ
ど
の
中
で
、

最
も
要
領
が
良
い
。
時
間
通
り
に

し
っ
か
り
と
作
業
を
、
手
を
抜
か

ず
に
仕
上
げ
て
く
る
。

ま
た
注
意
点
と
し
て
、
何
で
も

メ
ー
ル
で
済
ま
せ
、
な
ん
で
も
検

索
す
る
癖
が
あ
る
。良
く
言
え
ば
、

調
べ
上
手
で
あ
り
、
メ
ー
ル
の
や

り
取
り
の
速
さ
が
あ
る
と
も
言
え

る
。
し
か
し
、
簡
潔
に
ま
と
め
る

力
が
弱
い
。

ま
た
、
ク
レ
ー
ム
な
ど
の
対
応

も
メ
ー
ル
で
済
ま
せ
よ
う
と
す
る

の
で
、『
メ
ー
ル
に
は
内
容
が
書
か

れ
て
い
る
が
、
感
情
は
載
っ
て
い

な
い
。
対
応
だ
け
で
な
く
、
感
情

も
伝
え
な
い
と
真
意
が
伝
わ
ら
な

い
。
メ
ー
ル
だ
け
で
な
く
電
話
で

も
謝
罪
し
、
気
持
ち
を
込
め
て
伝

え
る
こ
と
も
大
事
で
あ
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
上
司
と
一
緒
に
謝

罪
に
い
く
こ
と
も
必
要
』
と
話
し

て
あ
る
。

上
司
の
方
に
は
、
１
対
１
面
談

を
定
期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。
彼

ら
は
リ
モ
ー
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、

メ
ー
ル
に
は
慣
れ
て
い
る
が
、
対

人
折
衝
や
対
話
に
慣
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
自
発
的
に
相
談
や
悩

み
を
伝
え
る
人
が
少
な
い
か
も
し

れ
な
い
の
で
、上
司
の
方
か
ら『
仕

事
は
順
調
か
』『
躓
い
た
こ
と
は
な

い
か
』
と
問
い
か
け
な
い
と
い
け

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

聞
け
ば
答
え
る
世
代
な
の
で
、

上
司
の
方
は
大
変
か
も
し
れ
な
い

が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
」。

激励する藤巻委員長

研修を行う山本講師
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第

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

１８新
し
い
仕
事
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
を
助
言

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
４
月

日
、

１１

第

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ

１８
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
、

９
社
か
ら

名
が
参
加
。講
師
は
、

２２

図
解
工
房
の
山
本
稔
氏
が
務
め

た
。開

催
に
当
た
り
、
藤
巻
宏
直
教

育
情
報
委
員
長
が
「
本
日
の
研
修

は
集
大
成
と
な
る
。
１
週
間
前
に

皆
さ
ん
の
後
輩
が

名
、
研
修
を

５５

受
け
た
。

こ
の
４
月
か
ら
、
皆
さ
ん
は
先

輩
に
な
っ
た
。
今
ま
で
は
先
輩
に

聞
き
、
教
え
て
も
ら
う
側
だ
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
聞
か
れ
る
、
教

え
る
側
に
な
る
。
理
解
し
て
い
る

こ
と
を
聞
か
れ
る
の
は
問
題
な
い

が
、
理
解
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と

に
関
し
て
は
、
説
明
が
難
し
い
。

新
入
社
員
が
入
っ
た
時
に
は
、

１
つ
上
の
先
輩
が
最
も
成
長
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
日
の
研
修

を
有
意
義
に
な
も
の
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

今
日
の
研
修
で
は
１
年
間
を
振

り
返
り
、
１
つ
で
も
多
く
の
気
付

き
を
得
て
、
そ
こ
か
ら
大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
激
励
し
た
。

こ
の
後
、
山
本
講
師
は
こ
の
研

修
の
目
的
が
、「
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

向
け
て
の
振
り
返
り
と
総
括
」「
次

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
テ
ー
マ
の
決

定
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
つ
け

る
」「
相
手
を
説
得
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
つ
い
て
」「
問
題

解
決
力
を
つ
け
、
仕
事
の
効
率
化

を
図
る
」「
長
期
的
な
取
り
組
み

テ
ー
マ
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
説

明
。
理
想
と
さ
れ
る
２
年
次
社
員

の
あ
り
方
や
、
相
手
を
説
得
す
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
議
論
や
演
習
を
行
っ
た
。

研
修
終
了
後
、
山
本
講
師
は
２

年
次
社
員
の
印
象
と
上
司
、
先
輩

へ
の
提
案
と
し
て
以
下
の
よ
う
に

語
っ
た
。

「
非
常
に
落
ち
着
い
て
い
る
。逆

に
言
う
と
、
大
人
し
す
ぎ
る
よ
う

に
感
じ
る
。

入
社
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
社

員
た
ち
の
多
く
は
、
自
信
を
持
つ

も
の
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
部
分
が

欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
。
こ

れ
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
、
半
導
体
不

足
な
ど
で
、
自
分
の
仕
事
を
覚
え

る
部
分
が
遮
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
例
え
ば
、
見
積
も
り

の
改
定
、
納
期
の
折
衝
な
ど
に
時

間
を
取
ら
れ
、
本
来
の
営
業
活
動

な
ど
が
な
か
な
か
で
き
ず
、
身
動

き
で
き
な
か
っ
た
影
響
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

彼
ら
は
、
言
わ
れ
た
こ
と
は
コ

ツ
コ
ツ
と
や
る
が
、
前
向
き
に
自

ら
１
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
。
そ
の
せ
い
か
、
研
修
中

も
自
発
的
に
発
言
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
納
期
の
管
理
な
ど
で
も

仕
入
先
と
取
引
先
の
間
に
挟
ま

れ
、
正
確
な
こ
と
も
言
え
ず
、
双

方
か
ら
叩
か
れ
る
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
る
。

ぜ
ひ
、
上
司
や
先
輩
の
方
に

は
、
新
し
い
仕
事
に
取
り
組
む

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
あ
げ
て
ほ
し

い
。
例
え
ば
、
上
司
が
率
先
し
て

同
行
し
、
営
業
活
動
を
見
せ
て
、

『
こ
う
い
っ
た
会
社
に
は
、
こ
う

い
う
挨
拶
や
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
』

と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
い
っ
た
機
会
そ
の
も
の
が
少

な
か
っ
た
世
代
な
の
で
、
同
行
し

て
ほ
し
い
。

上
司
の
方
の
負
担
は
大
き
く
な

る
が
、
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
る
。
２
年
次
社
員
ら
は
、
指
示

し
た
こ
と
を
行
う
能
力
が
あ
る
の

で
、
チ
ャ
ン
ス
作
り
が
上
司
の
方

の
大
き
な
役
割
に
な
る
と
思
う
。

ま
た
彼
ら
は
、
慎
重
す
ぎ
る
部

分
が
あ
る
。
失
敗
を
恐
れ
す
ぎ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
小
さ

な
失
敗
を
す
る
き
っ
か
け
を
用
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。
た

だ
し
、
失
敗
す
る
と
、
も
の
す
ご

く
へ
こ
む
世
代
で
も
あ
る
の
で
、

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
」。

９
社
か
ら

名
が
参
加

２２

藤
巻
委
員
長

山
本
講
師
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※
本
欄
で
は
、
２
０
２
３
年

年
度
の
行
事
予
定
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
な
ど
、
今
後
の
動
向
が
依
然

と
し
て
見
通
し
に
く
い
こ
と
か

ら
、
急
遽
、
予
定
が
変
更
等
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇

５
月
（
皐
月
）

５
月

日
（
金
）

時
〜

時

１２

１３

１４

理
事
会
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

５
月

日
（
金
）

時

分
〜

１２

１４

３０

時

第

回
通
常
総
会
お
よ

１８

７４

び
永
年
勤
続
者
表
彰
式
（
全
国

家
電
会
館
５
階
講
堂
）

５
月

日
（
水
）
〜
６
月
２
日

３１

（
金
）

時
〜

時

電
子
機

１０

１７

器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

展（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
棟
）

７
月
（
文
月
）

７
月
４
日
（
火
）

時

分
〜

１３

３０

時

分

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

７
月
４
日
（
火
）

時

分
〜

１４

３０

時

分

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）

７
月
４
日
（
火
）

時

分
〜

１５

３０

時

組
合
講
演
会
（
全
国
家

１７電
会
館
５
階
講
堂
）

７
月
６
日
（
木
）

時

分
〜

１４

３０

時

分

全
国
電
子
部
品
流

１６

３０

通
連
合
会
・
理
事
会
、

時
〜

１７

時

懇
親
会
（
全
国
家
電
会

１９館
１
階
会
議
室
）

９
月
（
長
月
）

９
月
４
日
（
月
）
９
時

分
〜

３０

時

第

回
新
鋭
社
員
６
カ

１７

３４

月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議

室
）

９
月
５
日
（
火
）

時
〜

時

１４

１６

分

年
金
・
経
済
講
演
会（
全

３０国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）

９
月

日
（
金
）

時
〜

時

１５

１２

１４

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合

会
・
監
事
会
（
全
国
家
電
会
館

４
階
Ｂ
会
議
室
）

月
（
神
無
月
）

１０
月

日
〜

日
（
火
〜
金
）

１０

１７

２０

時
〜

時

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

１０

１７

２
０
２
３
（
幕
張
メ
ッ
セ
）

発
行
人

屋
宮

芳
高

編
集
委
員
長

藤
巻

宏
直

編
集
委
員

小
池

一
義

〃

渡
辺

勤

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

「
シ
リ
コ
ン
の
楯
」
と
い
う

言
葉
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。昨

年
の

月
頃
の
話
で
は
あ

１０

る
が
、
中
国
の
台
湾
へ
の
干
渉

に
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
ア
メ
リ
カ
の
報
道
番
組
に

お
い
て
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
創
業
者

で
あ
る
張
忠
謀
氏
に
シ
リ
コ
ン

の
楯
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ

れ
、
回
答
と
し
て
「
経
済
の
安

定
を
優
先
す
る
人
な
ら
攻
撃
を

控
え
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
で

注
目
さ
れ
た
、
戦
争
阻
止
の
た

め
の
言
葉
だ
。

一
方
で
攻
撃
す
る
側
が
利
で

は
な
く
名
誉
を
求
め
て
い
る
の

な
ら
…
…
、
と
い
っ
た
不
安
も

語
ら
れ
て
い
る
。

（
Ｓ
）




